


は しがき

HLA分 子の特徴の一つ は、分子 を コー ドする遺伝子座に多数の対立遺伝子が存

在 し、そ して対立遺伝間の差異はHLA分 子 の一次構造 の差 として発 現 されること

である。

この一次構造 の差異(遺 伝 的多 型性)は 、そ こに結合 す るペ プチ ドを選択 し、

そして特定の病原微生物や外来抗原に対する免疫応答の個体差及びHLAと の相 関

が明 らか にされている特定 の疾患の発症を制御 しているものとみなされる。

特定の疾患の発症 ・経過 に関わるHLA分 子 、抗原性ペ プチ ド、T細 胞の分子 間

相互関係 を明 らか にするために 且LA分 子 に結合す るペプチ ドのア リル特異的アミ

ノ酸配列(モ チー フ)を 明 らか に して きた 。そ して 、 白樺花粉症の発症に関わる

花粉抗原ペプチ ド、Vogt一 小柳一 原 田病 、イ ンス リン依 存性糖尿病(IDDM)等

の 自己免疫 疾患 の発 症 に関わ る可能性のある抗原性ペプチ ド、メラノーマ免疫 に

関わるペプチ ドをHLA分 子 との結合性 、T細 胞活性化 によ り解 析 した。

これ らの研究は、主にヒ ト材料 を用いて進められたが、個体 レベルでの研究 に

困難さがあり、充分な数量の成績 を得づ らい難点があるため、一部ではヒ ト疾患

の実験モデル動物 を使用 した。 これ らの研究はヒ ト疾患の病態の分子機構の一端

を明 らかにし、将来のペプチ ド療法の基盤 となるものと思われる。
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